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 アンケート結果の分析は高校 1 年時の調査に関しては
全学生が共通して分析できることから高校 1 年時の調査
資料を横断的調査資料とした．また，アンケート実施時






社製ソフトウェアの File Maker Pro 7.0 を使用した．ま
た，アンケート回答の分析にはマイクロソフト社製ソフ
トウェアの Excel 2010 を使用した． 
 




 有効回答者 150 名において，全学生がオーケストラ演
奏およびマーチング演奏を並行しておこなっていた．そ
の中で同じ楽器を演奏する学生が 108 名であった． 
 同じ楽器の演奏者 108 名の内訳として性別は男性 21
名，女性 87 名，学年別では 1 年生 38 名，2 年生 34 名，
3 年生 36 名であった．楽器種別での内訳はサックス奏者
13 名，クラリネット奏者 14 名，チューバ奏者 11 名，ト
ランペット奏者 21 名，トロンボーン奏者 16 名，ホルン
奏者 10 名，ユーフォニアム奏者 12 名，パーカッション
奏者 11 名であった． 






106 名中 80 名（75％）であった． 
























図 1 出現する身体症状の内訳 
108 名における身体症状の内訳 
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奏者 10 名（91％），トランペット奏者 4 名（19％），ト




怠感などの自覚症状が 108 名中 41 名に 77 症状が発生し
ていた．多い順に頭痛 25％，めまい 18％，過呼吸 10％，
耳なり 7％，倦怠感 7％，その他 10％であった．楽器別
での有症状者数および有症状者割合は，サックス奏者 5
名（38％），クラリネット奏者 3 名（21％），チューバ
奏者 8 名（73％），トランペット奏者 8 名（38％），ト
ロンボーン奏者 5 名（31％），ホルン奏者 5 名（50％），
ユーフォニアム奏者 4 名（33％），パーカッション奏者
3 名（27％）であった． 
 整形外科的症状と内科的症状を合併する学生は 28 名
であった．楽器別での有症状者数および有症状者割合に
ついてはサックス奏者 4 名（31％），クラリネット奏者
3 名（21％），チューバ奏者 7 名（64％），トランペッ
ト奏者 2 名（10％），トロンボーン奏者 2 名（13％），
ホルン奏者5名（50％），ユーフォニアム奏者3名（25％），




45 名中 18 名存在した．楽器別での内訳はサックス奏者 3
名，クラリネット奏者 3 名，チューバ奏者 2 名，トラン
ペット奏者 2 名，トロンボーン奏者 2 名，ホルン奏者 0
名，ユーフォニアム奏者 4 名，パーカッション奏者 3 名
であった． 
 通院する医療機関の内訳は鍼灸接骨院 12 名，整形外科
病院 6 名であった．初回通院歴に関しては中学時 3 名，
高校 1 年時 11 名，高校 2 年時 6 名，高校 3 年時 1 名であっ
た．通院目的は多い順に腰痛 10 名，腱鞘炎 9 名，肩こり
4 名，顎関節症 3 名，関節痛（肘関節）1 名であった。 
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述べ学生数は多い順に腰部 19 名，左肩関節部 13 名，右
手関節部 10 名，右肩関節部 8 名，左手関節部 8 名，胸郭
部 7 名，顎関節部 7 名，右膝関節部 6 名，右足趾関節部
4 名，左膝関節部 4 名，右手指関節部 4 名，その他の部
位については 3 名以下となっていた． 
5）整形外科的症状の出現時期と症状経過（図 2） 
 縦断的調査により，高校 3 年生 36 名中，有症状者が
26 名（72％）存在していた．その中で，症状の初回出現
時期は，中学 14 名（39％），高校 1 年生 9 名（25％），




























図 2 整形外科的症状の出現時期 
高校 3 年生 36 名における縦断的調査結果 
 


















































































四條畷学園大学 リハビリテーション学部紀要 第 6 号 2010 
 18
 
The outbreak situation of the physical symptom in the musical 
instrument exercise of the high school brass band club student 
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Keyword 




 I carried out questionary survey about the physical symptom that it was thought that the exercise of 
the musical instrument influenced 160 1~3 year students of the high school brass band club 
position.Most of tubists appealed to the result for low back pain. 
 To a saxophone player and a tubist, the pain of the temporomandibular joint occurred. 
 In a saxophone player and a tubist and the percussion players, arthralgia concentrated on a wrist and 
finger joint of the handedness side.In addition, as well as an orthopedic symptom, medical symptoms 
such as a headache, dizziness, hyperpnoea, ringing in the ears, the lassitude occurred to many 
students.The student practices being able to improve these symptoms and thinks that it is necessary to 
examine the prevention and actions to be taken. 
